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利用

全体概要 ～ 「エネルギーキャリア」課題の取組み
〈CO2 フリー水素バリューチェーンの構築〉

天然ガス
石油
石炭

再生可能
エネルギー

● 水素は様々なエネルギー源から製造可能で、燃料にも電気にもなる。
(大幅なCO2排出削減が可能)

● 水素は低熱量の気体であり、運搬・貯蔵が困難。水素を大量輸送する技術
（エネルギーキャリア）や水素をエネルギー源として利用する関連技術の開発が重要。

CO2固定

改質/ガス化

輸送
（エネルギーキャリア）

電気・熱による
水素製造

燃料電池自動車

燃料電池

アンモニア

液体水素

有機ハイドライド
（メチルシクロヘキサン）

製造

H2

H2

LH2 (液化－253℃)

MCH(水素輸送重量6%)

H2

直接利用

発 電

アンモニア直接燃焼
ガスタービン

燃料電池

気化

脱水素

アンモニア
工業炉

(イメージ)

NH3 
(液化－33℃,8.5気圧)
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運営体制

【JST】（管理法人） プログラム会議

研究開発計画策定等の実務的議論を実施
村木ＰＤ（議長）、サブＰＤ、外部専門家、関係官庁、内閣府、事務局（JST）

内閣府・経済産業省連携戦略会議

経産省事業との情報交換を実施
事務局（内閣府・経産省）

【内閣府】

SIPエネルギーキャリア推進委員会

内閣府 村木プログラムディレクター（PD）

サブプログラムディレクター（サブPD）
PDを補佐

秋鹿 研一：東京工業大学 名誉教授/放送大学 客員教授
塩沢 文朗：住友化学 主幹

運営・評価委員会

公募の審査および
テーマ進捗評価等

知財委員会

成果発表・特許出願
等の方針決定・調整

戦略策定WG

CO2フリー水素
バリューチェーン構築に
向けたシナリオ策定

水素技術実証検討会

オリンピック・パラリンピック
を契機としたデモン

ストレーション案の検討

ＰＤ/サブＰＤと事務局の連絡会議（毎月開催）
トップからプロジェクトの進捗管理をする者までの間で、課題認識を常に共有化

→プログラム推進に係る課題等を議論し、迅速な対応を図る

水素関連研究開発に関する
情報・意見交換会（第2回）

ＳＩＰ及びＮＥＤＯ事業の関連する
研究者を一堂に集めた
ボトムアップの意見交換

（9月30日開催）

中間報告(案)の作成

（H26年度：3回, H27年度：4回） （H26年度：2回, H27年度：2回）

（H26年度：1回, H27年度：1回）

（H26年度：1回, H27年度：1回）（H26年度：4回）

（H26年度：2回, H27年度：1回）

（H26年度：3回, H27年度：2回）

H27.6 報告書作成



各種ＷＧ等の実施実績と今後の予定

戦略策定WG

CO2フリー水素バリューチェーン構築に

向けたシナリオ策定

第6回 H27.6.12

第7回 H27.6.29

中間報告（案）の作成

① 中間報告（案）をもとに、研究開発の進展、経済社会環境の変化に応じて随時見直しを

行い、研究開発計画の見直しなどの際に適切なインプットを行えるようにする。

② オリパラ実証の可能性について見極めを行う。

今後の予定
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本日、中間報告（案）の内容を説明継続した連携

内閣府・経済産業省連携戦略会議

経産省事業との情報交換を実施

事務局（内閣府・経産省）

第1回 H26.10.28

第2回 H27.1.28

第3回 H27.3.20

第4回 H27.6.24

第5回 H27.9.30

継続した連携
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工夫点① 大きな枠組みでの研究開発の推進

工夫内容
✔ 各省庁が取り組んでいる水素関連研究開発を俯瞰して整理
✔ 府省庁連携会議を開催し（年4回程度）、効率的な推進を図る
✔ SIP-NEDO事業参画者と情報･意見交換会を実施

工夫点② アウトカム目標達成に向けた、より戦略的な研究開発

工夫内容
✔戦略策定WGにてCO2フリー水素バリューチェーンに係るシナリオを
検討しつつ、今後の研究開発への反映を目指す。
（シナリオ検討内容のブラッシュアップを継続的に実施）

工夫点③ オリンピック･パラリンピックでの実証デモへの対応

工夫内容 ✔ 水素技術実証検討会にて、オリンピック・パラリンピックを契機とした
デモンストレーション案を取りまとめ、関係者を対象に提案を実施。

改善点① 規制改革および国際標準化への取組みの強化

改善内容 ✔ 欧米の水素関連設備、規制に関する調査を実施予定
（9月米国訪問済み、11月欧州の水素関連企業などを訪問予定）

平成26年度末評価などを踏まえた改善、工夫など



水素関連研究開発の全体を俯瞰

家庭用燃料電池オンサイト改質

【水素・エネルギーキャリア導入シナリオの検討・検証】
水素が社会に導入される条件の明確化および導入シナリオ策定。技術目標の妥当性確認や戦略策定に活用。

アルカリ水電解

次世代水電解

高温水蒸気水電解
（SOEC)

副成水素
気体水素輸送

（高圧力化）

水素エンジン

水素ステーション

燃料電池車

【基準策定】 経済産業省：高圧ガス保安法、国土交通省：液化水素運搬船の安全基準の整備・国際基準化、
総務省（消防庁）：消防法に係る規制 等

水素製造 キャリア転換・大規模輸送・貯蔵システム 水素利用水素源

固体高分子水電解

＜水分解技術＞

水蒸気改質

＜改質技術＞化石燃料

製鉄所、製油所
石油化学ﾌﾟﾗﾝﾄ
油田、ガス田
炭田、褐炭等

水
＋

再生可能
エネルギー

大規模水力
ウインドファーム
太陽熱、太陽光等

ガス化
＜気体水素＞

＜液化水素＞

水素タービン

＜アンモニア＞

直接利用

（２）アンモニアを用いたエネルギーキャリアの開発

＜有機ハイドライド＞

（３）有機ハイドライドを用いたエネルギーキャリアの開発

太陽熱利用

貯蔵システム
・脱水素技術開発分散型アンモニア合成

アンモニア燃料電池
アンモニア直接燃焼

貯蔵システム
・脱水素技術開発

＜メタン＞

高効率メタン化触媒

（５）エネルギーキャリアの安全性評価

業務・産業用燃料電池

経産省
（エネ庁除）

経産省
（エネ庁）

既
存

担
当

貯蔵システム
（タンク・液水ポンプ） 液化水素ﾛｰﾃﾞｨﾝｸﾞシステム

開発とルール整備

中性の水を用いた
水分解

文科省

SIPテーマ

（４）液化水素の利用技術

（1）太陽熱を利用した
水素製造

水素分離膜脱水素

溶融塩電解合成法

省エネルギーな
革新的アンモニア
合成法の開発

水素ステーション
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